
［標準様式６－２］

（第２回、最終）契約変更の内容

契 約 変 更 年 月 日 令和 ８年 ３月１０日

契 約 業 者 名 株式会社本間組

契 約 業 者 の 住 所 新潟市中央区西湊町通三ノ町３３００番地３

工 事 の 名 称 飯田港(飯田地区)東防波堤(災害復旧)撤去工事

工 事 場 所 飯田港飯田地区、飯田港上戸地区及び野々江地区、七尾

港大田岸壁、津向地区及び矢田新地区

工 事 種 別 港湾土木工事

工 事 概 要 現在施工中の本工事を設計図書に基づき変更するもので

（変更した内容について記 ある。

述する）

工 期 （ 自 ） 令和 ７年 ８月 ４日

工 期 （ 至 ） 令和 ８年 ３月３１日

変 更 前 の 契 約 金 額 ３９１，４９０，０００円 （税込み）

変 更 金 額 ＋３９４，６８０，０００円 （税込み）

変 更 後 の 契 約 金 額 ７８６，１７０，０００円 （税込み）

変 更 理 由 １．計画変更に伴い、施工施設の追加及び工期を延伸する

ため。

２．現状不一致に伴い、数量を変更するため。

３．契約の変更にあたって、第三者への意見聴取を実施。



（別紙３）

【北陸地方整備局　港湾空港部】

第三者チェック
の該当項目

工事変更の内容 工事変更の理由 第三者の意見概要

令和8年
3月10日

飯田港(飯田地区)東防波
堤(災害復旧)撤去工事

3億円 8億円
石川県珠洲
市飯田町地
先

R7.8.4～
R8.3.16

本工事は、飯田港飯田地
区の東防波堤（構造物撤
去工）を施工するものであ
る。

・変更見込金額
の合計が当初の
請負代金額以上
となるもの
・工事の区分の
追加

・飯田港海岸護岸等の
復旧の追加
・飯田港東防波堤（消波
ブロック堤）の追加

・本工事撤去工と連携した一
体的な施工が可能であり、
飯田港海岸の護岸を追加す
る。
　また、東防波堤の撤去工と
復旧する基礎工・消波工等
が輻輳しないよう一体的な
施工を行う。

・特に意見なし

※第三者適正性チェックの対象以外の契約金額も含む

令和７年度　第三者適正性チェック　対象工事一覧

契約変更年
月日

工事の名称
変更前の契
約金額

変更後の契
約金額※

工事場所 工期 工事概要

第三者適正性チェック内容



【機密性２】
第三者適正性チェックの内容（飯田港・飯田港海岸）

 飯田港（飯田地区）東防波堤（災害復旧）撤去工事 請負者：本間組
 工事場所：石川県珠洲市飯田地区地先 工期：R7.8.4～R8.3.31

本工事は、飯田港飯田地区の東防波堤（構造物撤去工）を施工するものである。

工事変更の理由

・本工事撤去工と連携した一体的な施工が可能であり、
飯田港海岸の護岸を追加する。また、東防波堤の撤去
工と復旧する基礎工・消波工等が輻輳しないよう一体
的な施工を行う。

第三者チェックの該当項目
・変更見込金額の合計が当初の請負代金額以上となる
もの
・工事の区分の追加

別紙４

工事変更の内容
・飯田港海岸護岸等の復旧の追加
・飯田港東防波堤（消波ブロック堤）の追加

護岸の一部の沈下や護岸
水叩きの破損が顕著

飯田港海岸 護岸


